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（１）平成25年の水害・土砂災害発生状況等
国管理河川における出水の発生状況
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この水位を超えると いつはん濫してもおか

河川整備の計画において、洪水に耐えられる
水位として指定する最高の水位で、堤防の
高さなどの基準となる

計画高水位を超えた河川 （赤色）６水系

はん濫危険水位を超えた河川 （紫色）14水系

避難判断水位を超えた河川 （橙色）18水系

はん濫注意水位を超えた河川 （青色）44水系
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はん濫危険水位

この水位を超えると、はん濫の発生に対する
注意を求める段階となる

この水位を超えると、避難の必要も含めては

ん濫に対する警戒を求める段階となる

この水位を超えると、いつはん濫してもおか
しくない状態であり、避難していない住民へ
の対応を求める段階となる
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土砂災害の発生状況

注）平成２５年１月１日～同年１２月３１日の洪水を対象に国土交通省に
てとりまとめた。

※同年に複数回の洪水があった水系・河川については、平成２５年に
あった洪水のうち、最も高い水位を記録した洪水で色分けしている。

土砂災害発生件数
９４１件

土石流等： 262件
地すべり ： 89件

土砂災害の発生状況

凡例
発生件数

50～
20～
1～
0

地すべり ： 89件
がけ崩れ： 590件

【被害状況】
人的被害：死 者 ５０名

行方不明者 ３名
負 傷 者 ２４名

人家被害：全 壊 １２３戸
半 壊 ７０戸 0半 壊 ７０戸
一部損壊 ２２０戸

災害要因
死者数

行方不明
者数

住家被害（棟） 非住家被害（棟）

主な水害・土砂災害による一般被害状況 （消防庁調べの情報を編集）

災害要因
（人）

者数
（人） 全壊 半壊 一部損壊 床上浸水 床下浸水 公共施設 その他

7月26日からの大雨
（島根県及び山口県の大雨）

2 2 49 72 68 774 1,218 0 1 H25.8.21
11:00時点

8月9日からの大雨
（東北地方を中心とする大雨）

8 0 12 118 1 315 1,626 0 46 H25.12.2
13:30時点

8月23日から28日までの 2 0 8 14 108 288 1 857 0 12 H25.10.7

2

大雨等
2 0 8 14 108 288 1,857 0 12 13:00時点

台風18号 6 1 48 208 1,394 3,011 7,078 32 148 H25.10.7
13:00時点

台風26号 40 3 86 61 947 1,884 4,258 3 230 H26.1.15
10:00時点



（２）主な水害・土砂災害

① 平成25年７月26日からの大雨

○西日本から北日本の広い範囲で局地的に激しい雨となり、特に○西日本から北日本の広い範囲で局地的に激しい雨となり、特に

山口県と島根県では７月28日の午前中を中心に記録的な大雨と

なり、河川の増水や土砂災害が発生。特に、山口県萩市、山口

市、島根県津和野町の県管理河川等で大きな被害が発生。

○一連の大雨による全国の被害は、死者は山口県２名、新潟県１

名、行方不明者は山口県・島根県で計２名、床上・床下浸水は

つ わ の ちょう

はぎ

全国各地で計3,500棟以上にのぼった。
（H25.8.3 17:00時点の消防庁情報を参照）

島根県 高津川水系

津和野川 出水状況
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JR山口線橋梁流出状況

あ ぶ がわ

【台風18号経路】
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JR山口線橋梁流出状況
【台風18号経路】

山口市 阿東嘉年下地先

土石流被害状況

あとう かねしも

② 【台風26号経路】
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赤色：計画高水位を超えた水系

○８月９日、秋田県鹿角観測所で時間雨量109mmを記録する

など岩手県と秋田県を中心に記録的な大雨となり、河川の増

水や土砂災害が発生。特に秋田県仙北市で発生した土石流で

秋田県仙北市田沢湖田沢供養佛

土石流被害状況

たざわ くようぶつ

② 平成25年８月９日からの大雨
か づ の

せんぼく

せんぼく

肝属川
緑川

水や土砂災害が発生。特に秋田県仙北市で発生した土石流で

は死者６名の大きな被害となった。

○被害は、秋田県で死者６名、岩手県で死者２名となったほか、

岩手県、秋田県を中心に住家被害や農地被害が生じた。
(H25.12.2 13:30時点の消防庁情報を参照)

岩手県紫波町

北上川水系北上川 氾濫状況

し わ ちょう

きたかみがわ

3 ※本資料の数値等は速報値を含むため、今後の調査で変わる可能性があります。



○台風18号の接近・通過に伴い、四国から北海道の広い範囲で大
雨となり、特に激しい大雨となった京都府、滋賀県、福井県では

運用開始以来初となる特別警報が発令された。

９月15日～16日の降水量と９月の月降水量
平年値との比較分布図（気象庁資料を編集）

③ 平成25年９月15日からの台風18号による大雨

○京都府の由良川では、観測史上最高の水位を記録し流域全体

にわたり大規模な浸水被害が発生。

○各地で河川の増水や土砂災害が発生し、被害は全国で死者６名、

行方不明者１名、床上・床下浸水は約10,000棟にのぼった。
（H25.10.7 13:00時点の消防庁情報を参照）

ゆ ら が わ

京都府 南丹市
園部 234％

由良川の水位 浸水被害状況

(%)

最高水位（ｍ）
（福知山観測所）

浸水面積（ha） 浸水戸数（戸）

平成25年9月台風18号
8.30

2,493 1,602

平成16年出水 7.55 2,606 1,669

※平成25年11月29日時点　市町村調べ

由良川の水位、浸水被害状況

( H.W.L 7.74)

宮川

由良川

由良川

京都府福知山市

由良川水系由良川 出水状況

京都府福知山市・綾部市

由良川水系由良川 出水状況

京都市交通局提供

○淀川水系桂川でも計画高水位を上

回る水位を記録し、京都市嵐山地区

で家屋や周辺の観光施設等に浸水被

害が発生。

京都府京都市嵐山地区
あんしょ う じ が わ

かつらがわ

とげつきょう

桂川

○また、京都市内で安祥寺川の氾濫

水が京都市営地下鉄に流入し、御陵

駅が冠水。市営地下鉄が４日間運休

する等、交通網に影響。

○さらに 記録的な雨量となった福

淀川水系桂川 欄干まで水に浸かる渡月橋
京都市営地下鉄東西線の浸水状況

みささぎ

○さらに、記録的な雨量となった福

井県等で土石流や崖崩れが発生する

など土砂災害も多発した。 京都府京都市嵐山地区

周辺の観光地にも浸水被害が発生 福井県小浜市忠野地先

土石流被害状況

台風18号で大きな浸水被害が発生した京都府の淀 《京都府知事 コメント》

台風18号により被害を受けた地域等における緊急対策

ちゅうの

台風18号で大きな浸水被害が発生した京都府の淀
川水系桂川、由良川水系由良川等において、本年
度から災害対策等緊急事業推進費により、洪水時
の河川水位を低減するため河道の掘削等を緊急的
に実施し、再度災害の防止を図る。

《京都府知事 コメント》
今回、国において災害対策等緊急事業推進費での
予算措置にあわせ、河川整備計画の治水対策の大
幅な前倒しが図られることとなったことは、これ
まで府としての要望が実現したものであり、心よ
り感謝申し上げたいと思います。（抜粋）

4 ※本資料の数値等は速報値を含むため、今後の調査で変わる可能性があります。



○10月16日明け方に関東地方沿岸に接近した台風26号による大
雨で、中国地方から北海道の広い範囲で土砂災害、浸水被害、

河川の氾濫等が発生し 全国で死者40名 行方不明者3名と

10月14日～16日の総降水量の分布
（気象庁資料を編集）

④ 平成25年台風26号による大雨（東京都大島町等における被害状況）おおし ま ま ち

河川の氾濫等が発生し、全国で死者40名、行方不明者3名と
なった。

○特に東京都大島町では、16日未明から１時間100mm程度の猛
烈な雨が数時間降り続き、連続雨量が800mmを超える大雨と
なった。これにより、土石流が流域界を越えて流下し、土砂災

害危険区域の範囲外でも被害が生じた他、大量に発生した流木

流域界

により被害が拡大し、死者36名、行方不明者3名にのぼるなど
激甚な被害が発生。

（H25.11.26 10:00時点の消防庁情報を参照）

東京都 大島町
大島 824.0mm

東京都 大島町
大島北ノ山 412.5mm＜東京都大島町における土砂災害による被害＞

・人的被害：死者36名、行方不明者３名
・家屋被害：全壊73戸、半壊45戸、

一部損壊84戸
流域界

大金沢

本川右支川 左支川

左支川の土石流が流域を越えて神達地区方向に流下

斜面崩壊地

堆積工

本川
堆積工

（撮影：株式会社パスコ／セコム株式会社，撮影日：2013年10月16日）

土砂氾濫区域

1986年の噴火
による溶岩

1338年の噴火
による溶岩

大規模な崩壊が発生した箇所は、1338年の噴火
による溶岩に堆積していた火山灰を主体とする表層土

崩壊地および泥流の範囲

による溶岩

国土地理院 電子国土Web NEXT

大量の流木により家屋の破壊、流路の閉塞、氾濫が発生し、土石流被害が拡大

被災前は人家が存在

流木による家屋被害土石流により跡形も無く破壊された人家

被災前は人家が存在

5 ※本資料の数値等は速報値を含むため、今後の調査で変わる可能性があります。



北上川水系 御所ダムの洪水調節効果等
（平成25年８月９日の大雨による洪水）

（３）治水事業の効果
き た か み が わ ご し ょ

○低気圧に伴う豪雨により北上川の上流域において大規模な出水が発生。御所ダムにおいては、
これまでの最大流入量の1.7倍となる約3,700m3/sが流入。
○御所ダムおよび四十四田ダムの洪水調節等によって下流河川の水位低減を図り、下流の盛岡市
（雫石川合流点付近）では避難判断水位以下の水位に抑えられた。
○仮にダムが整備されていなければ、計画高水位を大きく上回る出水となり、盛岡市街地への氾
濫により 約11 700戸の浸水 約5 500億円の被害が発生していたと想定

し じゅ う し だ

しずく い し が わ

濫により、約11,700戸の浸水、約5,500億円の被害が発生していたと想定。

▼ダムが無かった場合の水位

計画高水位

北上川の水位の状況 雫石川（0.2k）

水位を

約４ｍ低下
約１ｍ堤防高を約1m超過

▼実績水位

計画高水位 約４ｍ低下

計画高水位以下に低下させ、氾濫の危険を回避！！

御所ダムの洪水調節

3 000

3,500

4,000
流量(㎥/s)

下流に流す水の量を、最大
毎秒約2 500 3低減＜約７割低減＞

最大流入量は既往最大の約1.7倍と
なる約3,700m3/sを記録

周辺は盛岡市街地であり、
氾濫した場合の被害は甚大

雫
石
川

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

流入量

放流量

8/9
6:00

8/9
18:00

8/10
5:00

毎秒約2,500m3低減＜約７割低減＞

北上川

川

し じゅ う し だ

6:00 18:00

○今回の出水により、御所ダムの湖面に
は、平均的な年間捕捉量の約25倍に相
当する約26,000m3の流木やゴミ等が溜
ま た

流木等の捕捉効果しずく い し が わ

まった。
○流木やゴミがそのままに河川に流れた
場合、堤防等の河川管理施設に損傷を
与えたり、橋梁に引っ掛かることで流
下阻害を起こしたりするおそれがある。
○ダムにより流木を捕捉することで、洪
水被害の軽減だけでなく、下流河川で
の流木による被害の軽減にも貢献した

雫石川0.2km地点ご しょ

ダムが無かった場合に想定される浸水状況

の流木による被害の軽減にも貢献した。

ダム湖に捕捉された流木等

6 ※本資料の数値等は速報値を含むため、今後の調査で変わる可能性があります。



○台風18号の豪雨では、桂川で大規模な出水が発生し、日吉ダムでは、管理開始以降最大の流
入量を記録

淀川水系 日吉ダムの洪水調節効果等
（平成25年9月15日からの台風18号による大雨）

ひ よ し

入量を記録。

○日吉ダムの洪水調節により、下流へ流す水量を最大で約９割低減。

○京都市嵐山地区（渡月橋付近）では、ダムの効果により、渡月橋の損傷の拡大を防止すると

ともに、浸水戸数をほぼ半減できたと推定。

○下流の京都市の鴨川合流点付近においては、水位が堤防天端まで上昇し右岸側で越水が生じ

たが、日吉ダムの洪水調節と土のう積みにより堤防の決壊を免れた。仮に日吉ダムが無く、たが、日吉ダムの洪水調節と土のう積みにより堤防の決壊を免れた。仮に日吉ダムが無く、

久我橋下流の右岸側で堤防が決壊した場合、約13,000戸の浸水、約1.2兆円の被害が発生し
たと推定。

日吉ダムが無かった場合、大規模な

鴨川合流点付近の水位

こ が

流入量・放流量

日吉ダムに大量の洪水を貯留

日吉ダムが無かった場合、大規模な
越流により堤防決壊が懸念された

嵐山地区

鴨川合流点
付近

最大流入量 下流へ流す水量を

台風18号洪水時 実績水位
堤防天端まで水位が上昇

右岸左岸

日吉ダムからの
放流水は、下流
の嵐山地区には
概ね４時間後に
到達する

日吉ダムが無く、鴨川合流点付近において右岸側
の堤防が決壊したと想定した場合の浸水状況

流入量

放流量

約1,690m3/s
下流へ流す水量を
最大約９割低減

ダムに貯めた水量
約4,460万m3

（東京ドーム約36杯分）

最大流入時の放流量
約150m3/s

(m3/s)

500

1000

1500

9/169/169/16 9/16
東
海

新
幹

鴨
川

17:006:000:00 12:00

ダムが無かった場合の水位 約0.5ｍ低下

京都市嵐山地区での水位低下効果

ダムの洪水調節が無く
堤防が決壊した場合の

浸水戸数、総被害額（推定）
約13 000戸、約1 2兆円

想定
決壊地点

海
道

幹
線

嵐山地区における浸水被害の低減効果
想定浸水範囲：
約980ha

右岸側

本出水での最高水位

水位は全て推定値

約13,000戸、約1.2兆円

JR長岡京駅

運転免許試験場

桂川渡月橋

京都市
右京区

中之島

浸水戸数を半減浸水範囲を軽減

208戸

93戸

床上
浸水

109
床下

天龍寺地点

宇
治
川

京都競馬場

京都市
西京区

中之島 ※計算条件：堤防が決壊した場合の浸水状況を氾濫シミュレーション
により計算。
決壊地点は今回の出水で越流が生じた右岸側の地点を仮定。
越流した400mの区間のうち7k地点で約100mにわたり計画高水位
にて決壊したものとして計算。
※想定被害額は治水経済調査マニュアル（案）により算定。
算定に使用したデータ ： 国勢調査H17、事業所統計H18

日吉ダムによる
洪水調節が
無かった場合

台風18号
洪水における
実績

床下
浸水

99
55
38

実績の浸水範囲※

ダムが無かった
場合の浸水範囲

※浸水痕跡と天龍寺地点
における実績水位に
よる推定

7 ※本資料の数値等は速報値を含むため、今後の調査で変わる可能性があります。



○梯川では、７月29日の１日で平年の７月１ヶ月間分の雨量を記録。
○小松市を貫流する下流部において 計画高水位に迫る観測史上最高水位を記録（埴田観測所）

梯川水系 梯川 堤防整備の効果
（平成25年７月29日の大雨）

かけはし が わ

は ね だ

約80

○小松市を貫流する下流部において、計画高水位に迫る観測史上最高水位を記録（埴田観測所）

したが、これまでの堤防整備（引堤）により、整備前と比べて約70cm水位を下げることがで
き、越水、決壊を未然に防ぐことができた。

ひき てい

▽

(5.4k付近)
5.69m

約80m
5.66m5.38m

引堤しなかった場合の
今回洪水での水位（計算値）

（ ）後 幅を約 倍 拡幅

堤防整備前では、越水、

決壊していたおそれあり堤防整備前
（昭和46年）

梯川
かけはしがわ

堤防整備（引堤）後 川幅を約1.5倍に拡幅

(5.4k付近)

▽ 5.69m

約120m
6.29m 6.29m

引堤しなかった場合の
今回洪水での水位（計算値）

約70cmの水位低下
により越水を防いだ梯川

▽新堤 計画高水位

5.00m

5.09m

※旧堤

撤去済み
今回洪水の水位（計算値）

出水状況【5.4k付近（H25.7.29撮影）】

堤防整備後
（現在）出水状況【9.8k付近（H25.7.29撮影）】

梯川

堤防整備前に、今回の洪水とほぼ同じ規模の洪水が流れて梯川が氾濫した場合

想定される浸水状況 想定される被害の概要

5.4km地点

小松市役所

梯川

埴田観測所

総被害額 約1,700億円

被災人口 約21,600人

凡例

浸水が想定される範囲

浸水戸数 約7,400戸

8 ※本資料の数値等は速報値を含むため、今後の調査で変わる可能性があります。



○滋賀県大津市北小松では、平成25年の台風18号の豪雨により、土石流が発生。
○当地区では砂防堰堤が整備されていたため、土石流（約17,000m3）を捕捉し下流地区の被害を

淀川水系 滝川 砂防事業の効果
（平成25年台風18号の豪雨による土石流）

た き が わ

き た こ ま つ

、 （ , ） 被

防止。

土石流

第2堰堤

全景 位置図

滋賀県

岐阜県

福井県

第1堰堤

被害が防止された集落

滝川

京都府

愛知県

三重県

奈良県

大阪府

兵庫県

第2堰堤 約14,000m3を捕捉

砂防堰堤の土石流捕捉状況

第1堰堤 約3,000m3を捕捉

東京都大島町 長沢 砂防事業の効果
な が さ わな が さ わ

○東京都大島町元町では、平成25年の台風第26号の豪雨により、土石流が発生。
○長沢では砂防設備が整備されていたため、土石流を捕捉し下流地区の被害を防止。

東京都大島町 長沢 砂防事業の効果
（平成25年台風26号の豪雨による土石流）

もとまち

土石流捕捉状況

土石流長沢

9 ※本資料の数値等は速報値を含むため、今後の調査で変わる可能性があります。

砂防設備



（４）平成25年の渇水状況と対策（国管理河川）

平常時最高水位

渇水状況

○利根川水系や吉野川水系など全国の14
水系18河川では、ダムの貯水量が平年
に比べ少なくなったことから、取水制限
が実施された。

EL.888.0m

洪水貯留準備水位
EL.881.0m

水面
EL 8564m

24.6m

利根川水系渡良瀬川

利根川水系利根川・江戸川
木曽川水系木曽川

利根川水系鬼怒川

重信川水系石手川

芦田川水系芦田川

日野川水系日野川

大井川水系大井川

天竜川水系天竜川

平常時最高水位
EL.850.0m

17 0

EL. 856.4m

奈良俣ダム(7月29日撮影）

豊川水系豊川

宮川水系宮川

那賀川水系那賀川
吉野川水系吉野川

仁淀川水系仁淀川

吉野川水系銅山川 櫛田川水系櫛田川

山国川水系山国川

矢木沢ダム(7月29日撮影）

水面
EL.833.0m

17.0m

渇水対策の効果 ～吉野川水系早明浦ダム～
さ め う ら

100 

80

100（mm）

雨
早明浦ダム上流域の日降水量

○吉野川水系（早明浦ダム上流域）では、7月、8月の降水量が平年比30～40％程度と少ない状況。
○早明浦ダムより下流に水を補給し流量を維持し、河川環境を保つとともに用水を確保。
○８月２日～９月４日には断続的に取水制限を実施するとともに、計画的にダムから水を補給。

渇水対策の効果 ～吉野川水系早明浦ダム～

位置図

140 

（ｍ3/s） 早明浦ダム下流の流況（池田ダム上流地点）
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（ｍ3/s） 早明浦ダム下流の流況（池田ダム上流地点）

流
量

実績流量

早明浦ダムが

取水制限の期間

8月2日～9月4日(34日間)

用水供給に必要な水量を

早明浦ダムから補給

貯水池の状況（８月22日時点）
早明浦ダム堤体

28.5m

平常時最高水位
EL331.0m

洪水貯留準備水位
EL329.5m

12 000

16,000 

20,000 

（万ｍ3） 早明浦ダム貯水容量図

利水貯水量
貯

0 

20 

7/1 7/11 7/21 7/31 8/10 8/20 8/30

無かった場合の流量

実績最低確保貯水率：24.0%（8月25日）

水面
EL 301.0m

早明浦ダム上流 平常時最高水位
EL331.0m

28 5
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利水貯水量（取水制限をしない場合）
貯
水
量

節水して

ダムに残した量

取水制限をしなかった場合の最低確保貯水率：1.8%

取水制限の期間

8月2日～9月4日（34日間）
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水面
EL. 301.0m

28.5m



（５）TEC-FORCE（緊急災害対策派遣隊）の活動

TEC-FORCE（緊急災害対策派遣隊）とは

○ TECTEC－－FORCEFORCE（緊急災害対策派遣隊）（緊急災害対策派遣隊）は 災害対応を経験した職員や 日々現場で技術の○ TECTEC－－FORCEFORCE（緊急災害対策派遣隊）（緊急災害対策派遣隊）は、災害対応を経験した職員や、日々現場で技術の
研鑽を行っている職員などの全国の国土交通省職員の中から選出された災害対応エキスパー災害対応エキスパー
トで構成トで構成

○ 大規模な自然災害が発生した場合において、全国から現場に結集し、主に下記の活動を実施

ヘリコプター等による迅速な被災状況の把握被災状況の把握
→平成23年の紀伊半島豪雨では、発災直後より、国土交通省保有の防災ヘリコプター8機と平成23年の紀伊半島豪雨では、発災直後より、国土交通省保有の防災 リコプタ 8機と

民間ヘリコプター1機に土砂災害の専門部隊が搭乗し、河道閉塞等の状況等を調査

被災施設の応急措置や復旧方法及び代替ルートの確保等の技術的指導の実施技術的指導の実施
→平成20年岩手県内陸地震では、河道閉塞に対する危険度判定及び対策工に関する技術的指導、
二次災害防止のための観測機器設置・警戒避難体制構築に関する技術的指導を実施

被災自治体の通信手段の確保通信手段の確保（通信衛星車等の配備）
→平成23年東日本大震災では 延べ約1 500台・日（平成23年3月11日～6月6日）の通信用機材を配備→平成23年東日本大震災では、延べ約1,500台 日（平成23年3月11日 6月6日）の通信用機材を配備

浸水地域における排水活動の実施排水活動の実施（ポンプ排水車の派遣）
→平成23年東日本大震災では、延べ約4,000台・日（平成23年3月16日～8月26日）が出動し、

24時間体制での排水を実施

派遣された情報連絡員（リエゾン）が、県や市町村をサポート情報連絡員（リエゾン）が、県や市町村をサポート
→平成23年東日本大震災では、仮設ハウス、トイレ等の自治体の不足物資を速やかに把握

排水ポンプ車 照明車 対策本部車 衛星通信車

災害対策用機械の概要

遣 遣 遣災害現地に派遣し、内水
排除を行います。

災害現地に派遣し、夜間
作業時の照明に使用しま
す。

災害現地本部として、打
合せ・会議場所として使
用します。

災害現地に派遣し、映像
などを衛星を経由して通
信します。

11 ※本資料の数値等は速報値を含むため、今後の調査で変わる可能性があります。



【TEC-FORCE隊員の派遣状況】
関東・北陸・中部・九州の４地方整備局と本省、国土総合政策研究所より、延べ1,265人・日
を派遣（10月16日～11月15日）
【災害対策用機械の派遣状況】

平成25年10月 台風26号により被害を受けた大島町での対応

【災害対策用機械の派遣状況】
二次被害防止のため災害対策用機械(照明車、衛星通信車、待機支援車など)を延べ478台・日
派遣
主な派遣先

二次災害を防止するため、早急に人命
等に影響を及ぼす恐れのある土砂災害
危険箇所等の緊急点検を実施

土砂災害危険箇所の緊急点検

大島町役場

大島支所
《主な調査箇所》
元町長沢

《主な調査箇所》
元町大金沢

TEC-FORCE隊員の派遣状況

危険箇所等の緊急点検を実施

現地調査状況現地調査状況

延べ1,265人・日
（10/16～11/15）

現地調査状況

調査結果の取りまとめ 調査結果の報告状況

現地調査状況

捜索活動への支援 自治体への技術的支援

調査結果の取りまとめ 調査結果の報告状況

自衛隊、消防庁、警視庁に対する捜索活動への支援
（二次災害への危険性等に関する助言）

照明車による
夜間捜索支援状況

TEC-FORCE班長より、
大島町長へ現場対応に係る助言

平成25年7月 島根県、山口県を中心とした大雨での対応
【TEC-FORCE隊員の派遣状況】
九州・四国・中国・近畿の４地方整備局と国土総合政策研究所より、延べ2,011人・日を派遣
（7月28日～8月24日）
【災害対策用機械の派遣状況】
防災ヘリコプタ ２機で 緊急被害状況調査を実施・防災ヘリコプター２機で、緊急被害状況調査を実施
・応急復旧作業支援のため災害対策用機械(排水ポンプ車、照明車など)を延べ81台・日を派遣

地方自治体への速やかな報告 総理大臣からの激励

安倍総理大臣から激励
をうけるTEC-FORCE
隊員（8月４日）

TEC-FORCE隊員より山本知事
（山口県） へ調査成果を報告（8
月6日）

TEC-FORCE隊員より野村市長（萩
市）へ調査成果を報告（8月7日）

国土交通省水管理・国土保全局 河川計画課
〒１００－８９１８
東京都千代田区霞が関２－１－３
Tel:０３－５２５３－８４４３

隊員（8月４日）
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